
 

 

 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
核
兵
器
禁
止
条
約
が
締
結
さ
れ

て
４
周
年
、
日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
と
被
爆
８
０
周
年
の

年
と
し
て
、
核
兵
器
禁
止
向
け
て
世
界
的
に

関
心
が
高
ま
り
、
世
論
の
向
上
と
取
り
組

み
が
前
進
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
核
兵

器
保
有
国
の
抵
抗
に
よ
り
、
核
兵
器
禁
止

条
約
は
い
ま
だ
宣
言
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
日
本
政
府
は
、
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
に
も
関
わ
ら
ず
、
広
島
・長
崎
の
平
和

式
典
で
も
核
抑
止
論
を
改
め
る
意
思
が
な

い
こ
と
を
明
言
し
て
お
り
、
国
内
の
み
な
ら

ず
国
際
的
に
も
厳
し
い
批
判
を
招
い
て
い
ま

す
。
唯
一
の
被
爆
国
の
責
任
と
し
て
背
信

行
為
と
言
え
ま
す
。 

ガ
ザ
を
実
質
上
の
占
領
状
態
と
し
て
き

た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
メ
リ
カ
の
蛮
行
は
重
大

で
あ
り
、
容
認
し
て
き
た「
西
側
諸
国
」の

責
任
も
重
大
で
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
や「
西
側

諸
国
」の
い
う「
自
衛
権
」は
な
り
た
ち
ま
せ

ん
。
西
海
岸
の
侵
略
の
拡
大
等
さ
ら
な
る

占
領
地
の
拡
大
を
も
目
論
む
イ
ス
ラ
エ
ル

の
蛮
行
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

た
だ
ち
に
、
停
戦
し
占
領
を
や
め
る
こ

と
、
拘
束
し
て
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
解
放

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
ガ
ザ
復
興
・レ
バ
ノ
ン
復
興
に
向
け
て
世

界
的
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政
府
の
姿

勢
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
も
参
加
し
な

い
ど
こ
ろ
か
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
で
も
と

の
、
様
々
な
政
党
・団
体
・国
民
の
声
に
背

を
む
け
、
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
の
庇
護
の

下
、
日
米
軍
事
同
盟
を
推
し
進
め
る
姿
勢

で
あ
り
、
平
和
に
逆
行
す
る
悪
政
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

統
一
協
会
と
の
癒
着
、
裏
金
問
題
等
に

よ
る
金
権
政
治
が
暴
露
さ
れ
、
国
民
不

在
、
民
主
主
義
を
踏
み
に
じ
る
安
倍
政
治

を
踏
襲
す
る
自
公
政
治
に
国
民
の
厳
し
い

審
判
が
下
さ
れ
石
破
政
権
と
な
っ
た
わ
け

で
す
が
、
自
民
党
の
内
部
抗
争
の
中
で
、
裏

金
疑
惑
隠
し
、
派
閥
政
治
、
安
倍
政
治
踏

襲
の
保
守
強
硬
派
の
高
市
政
権
と
な
り
、

公
明
党
が
政
権
離
脱
、
維
新
の
党
が
政
権

協
力
と
な
り
ま
し
た
。
労
働
者
・国
民
の
生

活
の
危
機
・中
小
零
細
企
業
の
経
営
の
危

機
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
の
深
刻
な
事
態

を
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
は
ほ
ど
遠

く
、
軍
事
費
増
大
の
た
め
医
療
費
削
減
を

推
し
進
め
、
地
域
医
療
構
想
に
よ
る
医
療

機
関
の
統
廃
合
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
、
平
和
と
逆
行
す
る
悪
政
と
同

一
の
も
の
と
い
え
ま
す
。 

と
り
わ
け
、
軍
事
費
の
増
大
計
画
は
、
労

働
者
の
雇
用
と
中
小
企
業
の
経
営
の
危
機

に
も
関
わ
ら
ず
、
軍
事
費
の
財
源
問
題
も 
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☆ 核兵器禁止条約の署名・批准を求める 署名の到達                     

２０２５年１２月２２日の到達 １５４,２０９筆  

みなさんの大いなるご奮闘、結集ご苦労様でした。２０２６年も引き続きよろしくお願いします。 
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合
わ
せ
、
わ
が
国
を
平
和
と
経
済
・民
主
主

義
を
崩
壊
さ
せ
る
暴
挙
と
言
え
ま
す
。 

大
阪
の
、
維
新
政
治
は
、
安
全
管
理
・巨

額
の
費
用
等
、
国
民
・府
民
の
厳
し
い
批
判

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
万
博
を
強
行
し
、

引
き
続
き
カ
ジ
ノ
を
進
め
よ
う
と
し
て
お

り
、
府
民
の
命
と
生
活
は
危
機
的
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
廃
絶
・平
和
の
運

動
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
政
治
変
革
は
ま

っ
た
な
し
で
す
。  

ビ
キ
ニ
デ
ー
そ
し
て
、
平
和
行
進
（今
年

は
日
程
変
更
等
が
あ
り
）、
世
界
大
会
等
の

一
連
の
取
り
組
み
が
続
き
ま
す
。
情
勢
を

変
え
る
た
た
か
い
、
政
治
変
革
の
た
た
か
い

に
大
阪
原
水
協
と
し
て
も
奮
闘
す
る
決
意

を
申
し
上
げ
、
加
盟
組
織
の
皆
さ
ん
の
ご

奮
闘
を
お
願
い
し
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 

 

原
水
爆
禁
止
大
阪
府
協
議
会 

理
事
長 

川
辺 

和
宏 

 

２
０
２
６
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

事
務
局
一
同 

 

 

 

 



 

 

 

                                  

 

 

 

 

お知らせ：核兵器禁止条約発効５周年宣伝行動を行います。  

日 時：２０２６年１月１８日（日） １２時～１３時 

場 所：あべのキューズモール前（参加できる方は是非お越し下さい） 

※各団体・地域の宣伝・署名行動等取り組みの報告お願いします。 

 

 

２０２６年３・１ビキニデー現地参加要綱（案）   【大阪代表団日程（現地参加者用）】 

※大阪の派遣団 30人が上限です。30人になり次第締め切ります。 

Ⅰ．２月２８日（土）の日程     ※切符を渡っていない方は 9:20に千成ひょうたん前集合。 

（1） 新幹線について（団体切符）→各自で乗車してください  

 ・9:48 新大阪発(ひかり 502号)→静岡（11:37着） 

 ・昼食をとり東静岡駅（一駅）に各自で移動 静岡から東静岡間は各自負担（片道 150円） 

     12:22静岡駅発→12:25着東静岡      12:32静岡駅発→12:35着東静岡 

（２） 3・1ビキニデー日本原水協全国集会・全体集会に参加 

◇日時  2月 28日（土）13:00～15:00 ◇主催 原水爆禁止日本協議会 

◇会場  グランシップ静岡・中ホール ◇規模 800人 

◇主な内容  基調報告、海外からの報告、草の根運動の交流 

（３） 3・1ビキニデー日本原水協分科会に参加 

◇日時  2月 28日（土）15:30～18:30◇会場  グランシップ内会議室等 

◇内容等  分科会等は別途案内します。 

（４） 宿泊について   ※各自移動してください。 

◇ 宿泊は「サンパレスホテル」、静岡駅から徒歩 5分 

◇ 交流会を行います。19時～ 場所は追って案内します。 

Ⅱ.３月１日（日）の日程    ・7:00  ホテルにて朝食後、各自で JR焼津駅に向かって下さい。 

（１） 被災 72年 3・1ビキニデー墓参行進・墓前祭に参加 

◇日時  3月 1日（日） 8:45 JR焼津駅南口集合 9:00行進出発    10:00～11:00 久保山愛吉氏墓前祭 

◇主催  墓参行進（主催：被災 72年 3・1ビキニデー静岡県実行委員会、日本宗教者平和協議会）／  

墓前祭（主催：日本宗教者平和協議会） 

※ 各自、大井川文化会館（ミュージコ）には日本原水協が手配したバスに乗車して下さい。 

昼食は各自取って 下さい。（会場周辺には食べるところはありません。）バス代は片道 600円です。 

（２） 被災 72年 2026年 3・1ビキニデー集会に参加 

◇日時  3月 1日（日） 13:00～15:30    ◇会場  大井川文化会館（ミュージコ）  ◇規模 1,000人 

◇主な内容  来賓挨拶、政党・国会議員連帯挨拶、主催者報告、ビキニ水爆実験被害者の訴え、 

海外代表の発言、全国の運動交流、文化企画、集会アピールの採択 

◇主催  原水爆禁止世界大会実行委員会     被災 72年 2026年 3・1ビキニデー静岡県実行委員会 

（３） 帰路について◇集会終了後、静岡駅まで各自で移動をお願いします。（JR移動） 

日本原水協が手配したバスに乗車して、焼津駅まで乗車して下さい。バス代は片道 600円です。 

・18:07 静岡発ひかり 521号→新大阪着 19:57 に乗車してください。  （昨年より 1時間ずらしています） 

Ⅲ．参加費について 

◇参加費総合計 一般参加 43,800円 被爆者・障害者・学生 41,000円 高校生 39,000円 

◇宿泊費 10,500円  ◇交流会費 5,000円 ◇新幹線代往復  22,180円（片道は 11,090円・半額） 

◇日本原水協分担金、保険代等含む。 

                      ※詳細・申込用紙等については大阪原水協までお問合せください。 

 

 

 


